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株主各位

証券コード　2411
2022年６月２日

株 主 各 位

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 三 丁 目 2 0 番 ２ 号
ゲンダイエージェンシー株式会社

代表取締役ＣＥＯ 山 本 正 卓

１．日 時 2022年６月24日（金曜日）午前10時

２．場 所 東京都新宿区西新宿三丁目20番２号

東京オペラシティビル　７階　第１・第２会議室

３．目 的 事 項

報 告 事 項 第27期(2021年４月１日から2022年３月31日まで)事業報告、

計算書類、連結計算書類ならびに会計監査人および監査役会

の連結計算書類監査結果報告の件

決 議 事 項

第１号議案 定款一部変更の件

第２号議案 取締役７名選任の件

第27回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

　さて、当社第27回定時株主総会を下記により開催いたしますので、

ご通知申しあげます。

　近時の新型コロナウイルス感染症にかかる状況を踏まえ、株主の皆様におかれ

ましては、感染拡大防止および株主様の安全確保の観点から、可能な限り書面に

よる議決権行使をご検討ください。

　書面による議決権の事前行使にあたっては、後記の株主総会参考書類をご検討

いただき、お手数ながら同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示の

上、2022年６月23日（木曜日）午後６時30分までに到着するようご送付ください

ますようお願い申しあげます。また、株主総会当日の対応に関しましては、次ペ

ージの＜新型コロナウイルス感染予防に関するお知らせ＞をご参照ください。

敬　具
記

以　上
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株主各位

＜新型コロナウイルス感染予防に関するお知らせ＞

　◎株主総会へのご出席について

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止および株主様の安全確保のために、株主

様には可能な限り書面による議決権の事前行使をお願い申し上げるとともに、ご

出席を検討されている株主様におかれましては、総会開催時点での新型コロナウ

イルスの流行状況やご自身の体調をご確認のうえ、くれぐれもご無理をなされま

せぬようお願い申しあげます。

　◎株主総会会場での対応について

　ご来場される株主様におかれましては、マスク着用などの感染予防にご配慮い

ただきますようお願い申し上げます。また、当社の判断に基づき、役員および運

営スタッフのマスク着用ならびにアルコール消毒液の設置、体調不良と見受けら

れる株主様へのお声がけなど感染拡大防止および株主様の安全確保のための措置

を講じる場合もありますので、ご理解の程よろしくお願い申しあげます。

　◎株主総会会場の座席について

　株主総会会場の座席は、密集しないよう座席数を減らし、間隔を開けた座席配

置とさせていただく予定ですので、ご理解の程よろしくお願い申しあげます。

※今後の状況により株主総会の運営に大きな変更が生ずる場合は、当社ウェブサイト

　（http://www.gendai-a.co.jp/）において速やかにお知らせいたします。

◎当日ご出席の際は､お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいま

すようお願い申しあげます。

◎法令および当社定款第15条の規定に基づき､提供すべき書類のうち事業報告の「会社の体

制および方針」、連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」および「連結注記表」

ならびに計算書類の「株主資本等変動計算書」および「個別注記表」につきましては、

インターネット上の当社ウェブサイト（http://www.gendai-a.co.jp/）に掲載しており

ます。従って、本招集ご通知の添付書類は、監査役が監査報告の作成に際して監査をし

た事業報告、連結計算書類および計算書類ならびに会計監査人が監査報告の作成に際し

て監査をした連結計算書類および計算書類の一部であります。

◎株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類、連結計算書類の記載事項を修正する必

要が生じた場合は、修正後の事項をインターネット上の当社ウェブサイト

（http://www.gendai-a.co.jp/）に掲載いたしますのでご了承ください。

◎株主総会にご出席の株主様へのお土産はご用意しておりません。予めご了承いただきま

すようお願い申しあげます。
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企業集団の事業の経過および成果、企業集団の資金調達の状況、企業集団の設備投資の状況

（2021年４月１日から2022年３月31日まで）

（添付書類）

事　 業　 報　 告

Ⅰ. 企業集団および当社の現況に関する事項

１. 企業集団の事業の経過および成果

　当連結会計年度における日本経済は、持ち直しの動きが続いているものの、新型コ

ロナウイルス感染症による厳しい影響が残る中で、一部に弱さがみられる状況です。

　当社グループの主要顧客であるパチンコホール業界においては、感染拡大に伴い、

緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の発出が常態化したことにより、施設利用者の

来店自粛や、集客を目的とした広告宣伝が自粛される傾向にあり、広告需要は低調に

推移しました。また、パチンコホール以外の広告分野において、現在力を入れている

フィットネス施設についても、新型コロナウイルス感染症拡大の影響は大きく、広告

需要は低迷しました。一方で、９月末の緊急事態宣言解除後は、施設の集客数も緩や

かに増加する傾向にあります。

　こうした環境下で、当社グループでは主力の広告事業において、パチンコホール以

外の顧客開拓、取引深耕を推進し、収益の底上げに向けた取り組みを進めてまいりま

した。これらの取り組みは一定の成果が得られ、当連結会計年度の売上高は7,426百

万円（前期は7,251百万円）、営業利益は296百万円（前期は290百万円の損失）、経

常利益は313百万円（前期は268百万円の損失）、親会社株主に帰属する当期純利益は

247百万円（前期は310百万円の損失）となりました。

　なお、当連結会計年度より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　

2020年３月31日）等を適用しております。

　これに伴い、代理人取引と判断される一部の取引について、その売上高の計上額

を、これまで取引総額であったものから、純額へと変更しております。その結果、当

連結会計年度における売上高については、従来の計上方法（取引総額）と比較して、

769百万円減少しております。よって、当連結会計年度における経営成績等に関する

説明は、売上高については前連結会計年度と比較しての増減額及び前期比（％）を記

載せずに説明しております。

　なお、セグメント別の状況は以下のとおりであります。

（広告事業）

　当連結会計年度におけるパチンコホール広告市場は、当上期中は、緊急事態宣言や

まん延防止等重点措置の発出が常態化し、積極的な広告出稿は控えられる傾向にあっ

たものの、前期にあった緊急事態宣言に基づく休業要請はなく、パチンコホール施設

自体の営業は継続して行われていたことから、店内告知物やインターネット広告等に

おいて、一定の受注を確保することが出来ました。しかしながら、コロナ禍以前の広

告需要回復までには至らず、引き続き厳しい事業環境にありました。また、フィット
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企業集団の事業の経過および成果、企業集団の資金調達の状況、企業集団の設備投資の状況

ネス施設広告においても同様に、広告需要は低調に推移しました。一方で、下期に入

ってからは、感染者数の減少を背景に、これらの施設の集客数は増加に転じたことも

あり、集客広告需要も緩やかながらも回復の傾向にありました。しかしながら、2022

年１月末の主要都府県に対するまん延防止等重点措置が発出されたことにより、再び

広告需要への影響が見られました。

　こうした環境下において、当社グループでは、新規業種の顧客開拓を推進いたしま

した。また、連結子会社㈱ユーアンドユーにおいて、主力である通販広告以外の新分

野における広告受注は、引き続き順調に増加しております。さらには、2021年３月に

株式取得した㈱プレスエーの運営するフィットネス情報サイト「ＩＤＥＡＬ」につい

ても堅調に推移し、低迷するフィットネス広告分野における業績の下支えとなりまし

た。また需要の回復に応じて、特に年末商戦における各種施設の集客広告提案に注力

し、受注の拡大に努めました。

　これらの結果、売上高は7,356百万円（前期は7,187百万円）、セグメント利益は

534百万円（前期は18百万円の利益）となりました。

（不動産事業）

　当連結会計年度においては、連結子会社㈱ランドサポートが所有する千葉県柏市の

土地の賃貸収益のほか、賃貸仲介物件の引き渡し等に伴う手数料収益10百万円の計上

がありました。

　その結果、売上高は59百万円（前期は57百万円）、セグメント利益は28百万円（前

期は15百万円の利益）となりました。

（その他）

　当連結会計年度においては、キャンピングカーレンタル事業等による売上高は10百

万円（前期は７百万円）、セグメント損失は０百万円（前期は10百万円の損失）とな

りました。

２. 企業集団の資金調達の状況

　当社グループは、当連結会計年度において、新たに、総額450百万円の長期借入を

実行しました。

　なお、運転資金の効率的な調達を行うため、主要取引金融機関と総額1,400百万円

の当座貸越契約を締結しております。当契約に基づく当連結会計年度末借入残高は

200百万円であります。

３. 企業集団の設備投資の状況

　当連結会計年度における、重要な設備投資はありません。
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直前３事業年度の財産および損益の状況

①企業集団の財産および損益の状況の推移 （単位：百万円）

区　　  　　　分
第24期

2019年３月期
第25期

2020年３月期
第26期

2021年３月期
第27期

2022年３月期

売 上 高 12,072 11,115 7,251 7,426

営 業 利 益
（ △ ） は 営 業 損 失

704 460 △290 296

経 常 利 益
（ △ ） は 経 常 損 失

700 434 △268 313

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益
（△）は親会社株主に帰
属 す る 当 期 純 損 失

434 31 △310 247

１株当たり当期純利益
（△は１株当たり当期純損失）

28円89銭 2円06銭 △20円63銭 16円90銭

総 資 産 8,093 6,797 6,310 6,254

純 資 産 5,628 5,231 4,722 4,476

１株当たり純資産額 369円33銭 347円14銭 313円80銭 326円77銭

②当社の財産および損益の状況の推移 (単位：百万円)

区　　  　　　分
第24期

2019年３月期
第25期

2020年３月期
第26期

2021年３月期
第27期

2022年３月期

売 上 高 10,216 9,081 5,601 5,878

営 業 利 益
（ △ ） は 営 業 損 失

497 413 △280 69

経 常 利 益
（ △ ） は 経 常 損 失

507 607 △270 86

当 期 純 利 益
（△）は当期純損失

298 △20 △282 75

１株当たり当期純利益
（△は１株当たり当期純損失）

19円83銭 △1円39銭 △18円80銭 5円14銭

総 資 産 7,345 6,137 5,716 5,413

純 資 産 5,191 4,798 4,324 3,906

１株当たり純資産額 344円92銭 318円81銭 287円35銭 285円15銭

４. 直前３事業年度の財産および損益の状況

（注）１. １株当たり当期純利益および当期純損失は、期中平均株式数に基づき算出しておりま

す。

２. 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を当連結会

計年度の期首から適用しており、当連結会計年度係る各数値については、当該会計基

準等を適用した後の数値となっております。

（注）１. １株当たり当期純利益および当期純損失は、期中平均株式数に基づき算出しておりま

す。

２. 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を当連結会

計年度の期首から適用しており、当連結会計年度係る各数値については、当該会計基

準等を適用した後の数値となっております。
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企業集団の対処すべき課題

５. 企業集団の対処すべき課題

　次期の経営環境につきましては、当期以前から当社グループのクライアントで

ある集客施設の集客活動に多大な影響を及ぼした新型コロナウイルスの感染急拡

大に伴う各種人流抑制策は、緩和傾向で推移するものと想定しており、また、こ

の期間において急減した広告需要についても緩やかに回復していくものと想定し

ております。

　こうした環境下において、当社グループでは次の３点を対処すべき課題と認識

し、取り組んでまいります。

①主力のパチンコホール、フィットネス関連広告以外の新たなセクターでの新規

顧客開拓

　当社グループでは、パチンコホール施設、フィットネス施設以外の広告分野に

おける市場開拓をより積極的に進めることで、特定業界に過度に依存しない収益

の多様化を目指してまいります。

具体的には地域密着型の代理店を始めとしたパートナー企業との協業案件の推進

や、これまで培った集客施設への送客支援のノウハウを活かし、各種フランチャ

イズ分野での市場開拓を行ってまいります。さらには公営競技等大型施設への集

客支援サービスを提供し、グループ全体の収益構造の転換を図ってまいります。

②デジタル・アド分野におけるサービスラインナップの充実

　当社はこれまで動画作成サービスをはじめ、フィットネス検索サイト「FIT 

Search」やフィットネス施設送客支援サイト「IDEAL」といったデジタル・アド分

野のサービスを拡充させて参りました。今後もデジタル・アド分野における急激

なテクノロジーの進化に適応した広告サービスの開発を行ない、サービスライン

ナップを充実させることで、業績を再び成長軌道に乗せてまいります。

③持続的な成長のための人材育成と登用の推進

　当社は当期より、成果型報酬に重点を置いた人事制度を導入し、従業員の勤労

意欲と生産性を高める制度に移行いたしました。また、デジタル・アド分野で活

躍する人材を育成するため、WEB広告検定等の試験制度を整備いたしました。さら

には、未来視点で今を変革し、イノベーションが起きやすい環境の醸成のため、

新たに次世代の人材を経営陣に積極登用いたしました。今後も持続的な収益力と

成長力を併せ持つ企業となるため、従業員の可能性を最大限に引き出すための然

るべき育成と、成長意欲、経験および能力等の様々な観点から当社の将来を担う

であろう人材の積極的な登用を行ってまいります。
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主要な事業内容、企業集団の主要な事業所

品 目 内 容

折 込 広 告 新聞折込広告の企画制作

インターネット インターネットメディアを利用した広告の企画制作

販 促 物
ダイレクトメール、店舗内外装飾用のポスター・ポップ等の印刷物、
ノベルティー等の企画制作

媒 体 テレビ・ラジオ・新聞・雑誌等のマスメディアを利用した広告の企画制作

クリエイティブ 映像、デザイン等の制作受託

そ の 他 店舗イベントの企画運営

６. 主要な事業内容（2022年３月31日現在)

　当社グループ（当社および当社の関係会社）は、当社および国内子会社６社によ

り構成されております。

①広告事業

　当社、連結子会社㈱ユーアンドユー、㈱ジュリアジャパン、㈱ジールネットおよ

び㈱プレスエーにおいて、広告の企画制作を行っております。

　品目別の内容は以下のとおりであります。

②不動産事業

　連結子会社㈱ランドサポートにおいて、パチンコホールをはじめとした商業施設

全般に関する不動産の賃貸、仲介等を行っております。

③その他事業

　主として、連結子会社㈱ジールネットにおいて、キャンピングカーレンタル事

業、㈱アークにおいて新事業開発を行っております。

会 社 名 区 分 場 所

ゲンダイエージェンシー㈱

本 社
東京都新宿区西新宿三丁目20番２号

東京オペラシティビル29階

営業拠点

国内12営業拠点

（札幌、仙台、宇都宮、埼玉、東京、松本、名古

屋、静岡、大阪、広島、福岡、鹿児島）

㈱ ラ ン ド サ ポ ー ト 本 社 東京都新宿区

㈱ ユ ー ア ン ド ユ ー 本 社 東京都渋谷区

㈱ ジ ュ リ ア ジ ャ パ ン

本 社 東京都新宿区

オフィス
国内６拠点

（札幌、東京、名古屋、大阪、福岡、那覇）

㈱ ジ ー ル ネ ッ ト
本 社 東京都新宿区

営 業 所 埼玉県川口市

㈱ プ レ ス エ ー 本 社 東京都新宿区

㈱ ア ー ク 本 社 東京都新宿区

７. 企業集団の主要な事業所（2022年３月31日現在)
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従業員の状況、重要な子会社の状況、企業集団の主要な借入先の状況

区分 従業員数(名) 前連結会計年度末比増減(名)

広告事業 223 △30

不動産事業 － －

その他 － －

全社（共通） 3 －

合計 226 △30

従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

139名 △13名 39.06歳 11.83年

８. 従業員の状況（2022年３月31日現在)

①企業集団の従業員の状況

（注）１. 当社および当社連結子会社の従業員数を記載しております。
２. 上記従業員のほか、臨時従業員が12名（年間の平均人員）おります。
３. 全社（共通）として記載されている従業員数は、特定セグメントに区分できない管理

部門に所属しているものであります。

②当社の従業員の状況

（注）上記従業員のほか、臨時従業員が10名（年間の平均人員）おります。

会社名 資本金 議決権の
所有割合

主要な事業内容

株 式 会 社 ラ ン ド サ ポ ー ト 50百万円 100.0％ 不 動 産 事 業

株 式 会 社 ユ ー ア ン ド ユ ー 60百万円 100.0％ 広 告 事 業

株 式 会 社 ジ ー ル ネ ッ ト 35百万円 100.0％
広 告 事 業
そ の 他 事 業

株 式 会 社 ジ ュ リ ア ジ ャ パ ン 45百万円 100.0％ 広 告 事 業

株 式 会 社 プ レ ス エ ー 1百万円 100.0％ 広 告 事 業

株 式 会 社 ア ー ク 25百万円 100.0％ そ の 他 事 業

９. 重要な子会社の状況（2022年３月31日現在)

借 入 先 借 入 金 残 高

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 537百万円

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 400百万円

10. 企業集団の主要な借入先の状況（2022年３月31日現在)

（注）当社は運転資金の効率的な調達を行うため、主要取引銀行４行と借入極度額1,400百万円

の当座貸越契約を締結しております。なお、当契約に基づく当期末借入実行残高は200百

万円であります。
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会社の株式に関する事項、新株予約権等に関する事項

①発行可能株式総数 66,400,000株

②発行済株式の総数 15,050,000株（うち自己株式1,350,300株）

③株主数 5,548名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

Ｇ Ａ キ ャ ピ タ ル ㈱ 5,244,000株 38.28％

ＢＢＨ　ＦＯＲ　ＦＩＤＥＬＩＴＹ　ＰＵＲ
ＩＴＡＮ　ＴＲ：ＦＩＤＥＬＩＴＹ　ＳＲ　
ＩＮＴＲＩＮＳＩＣ　ＯＰＰＯＲＴＵＮＩＴ
ＩＥＳ　ＦＵＮＤ
（常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ銀行）

850,000株 6.20％

ジ ャ パ ン プ リ ン ト ㈱ 480,000株 3.50％

梅 　 田 　 美 智 子 359,400株 2.62％

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　ＢＡＮＫ　ＡＮ
Ｄ　ＴＲＵＳＴ　ＣＯＭＰＡＮＹ　５０５２
２４
（常任代理人　株式会社みずほ銀行　決済営
業部）

330,000株 2.41％

内 藤 征 吾 328,800株 2.40％

山 本 正 卓 322,400株 2.35％

完 山 敏 錫 320,000株 2.34％

光 岡 　 巌 150,000株 1.09％

ベ ニ ス 産 業 ㈱ 116,800株 0.85％

Ⅱ. 会社の株式に関する事項

株式の状況（2022年３月31日現在)

④大株主（上位10名）

（注）１．当社は、自己株式を1,350,300株保有しておりますが、上記大株主からは除外してお

ります。

　　　２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

　　　３．アセット・マネジメント・アドバイザーズ㈱は、当期中においてＧＡキャピタル㈱へ

と商号を変更しております。

Ⅲ. 新株予約権等に関する事項
　該当事項はございません。
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会社役員に関する事項

会社における地位 氏 名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 山 本 正 卓 最高経営責任者

代 表 取 締 役 上 川 名 弦 最高執行責任者

取 締 役 高 　 秀 一 最高財務責任者

取 締 役 木 藤 友 治
最高投資責任者

Indyspec Design,LLC（米国）Principal

取 締 役 大 島 克 俊 営業企画開発部長

取 締 役 金 本 か す み 株式会社ミンツプランニング 代表取締役

取 締 役 田 坂 正 樹 株式会社ピーバンドットコム 代表取締役

常 勤 監 査 役 安 達 吉 明

監 査 役 東 　 　 徹 税理士

監 査 役 髙 野 健 二
公認会計士

株式会社M&Aコンサルティング 代表取締役

監 査 役 田 中 公 仁 郎

株式会社K’s 代表取締役

株式会社Lady.A 代表取締役

株式会社はんなり 代表取締役

Ⅳ. 会社役員に関する事項
１. 取締役および監査役の状況（2022年３月31日現在）

（注）１. 取締役金本かすみ氏および取締役田坂正樹氏の両名は、会社法第２条第15号に定める
社外取締役であります。

２. 金本かすみ氏の戸籍上の氏名は山本かすみであります。
３. 当期中の取締役の異動

（１) 取締役大島克俊氏および田坂正樹氏は、2021年６月29日開催の第26回定時株主
総会において、新たに選任され就任いたしました。

（２) 取締役小林泰士氏は、2021年６月29日開催の第26回定時株主総会終結の時をも
って任期満了により退任いたしました。

４. 監査役東徹氏、髙野健二氏および田中公仁郎氏の３名は、会社法第２条第16号に定め
る社外監査役であります。

５. 監査役東徹氏は税理士の資格を有しており、また、監査役髙野健二氏は公認会計士の
資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知見を有するものでありま
す。

６. 当社は、監査役東徹氏および監査役髙野健二氏を東京証券取引所の定めに基づく独立
役員として指定し、同取引所に届け出ております。

７. 当社は、社外取締役および社外監査役の全員と会社法第427条第１項の規定に基づき､
同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており､当該契約に基づく
損害賠償責任限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額であります。

８. 当社は、会社法第430条の２第１項の規定に基づく補償契約は締結しておりません。
９．当社は、当社および子会社の取締役および監査役を被保険者とする会社法第430条の

３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、被保
険者がその地位に基づいて行った行為に起因して損害賠償請求された場合の損害賠償
金および争訟費用を当該保険契約により補填することとしております。ただし、犯罪
行為や法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補
されないなど、一定の免責事由を設けることにより、被保険者の職務執行の適正性が
損なわれないように措置を講じております。なお、当該役員等賠償責任保険契約の保
険料は全額当社が負担しております。
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会社役員に関する事項

２. 取締役および監査役の報酬等の額

①役員報酬等の内容の決定に関する方針等

　当社は、2021年2月19日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容

に係る決定方針について次のとおり決議しております。

イ. 基本方針

当社の取締役の報酬は、短期的な業績の向上と株主利益の追求を考慮しなが

らも、取締役が中長期的視点で当社グループの持続的成長と企業価値向上に

取り組めるよう、基本報酬の水準と安定性を重視することを基本方針とし、

基本報酬のみで構成する。

ロ. 基本報酬（金銭報酬）の個人別の報酬等の額の決定に関する方針（報酬等を与

える時期または条件の決定に関する方針を含む。）

当社の取締役の基本報酬は、月齢の固定報酬とし、役位および職責に応じて

他社水準、当社の業績、従業員給与の水準をも考慮しながら、総合的に勘案

して決定するものとする。

ハ. 業績連動報酬等ならびに非金銭報酬等の内容および額または数の算定方法の決

定に関する方針(報酬等を与える時期または条件の決定に関する方針を含む。)

業績連動報酬等ならびに非金銭報酬等については支給しない。

ニ. 金銭報酬の額、業績連動報酬等の額または非金銭報酬等の額の取締役の個人別

の報酬等の額に対する割合の決定に関する方針

個人別の報酬等の額に対する割合の決定に関する方針は、基本報酬のみであ

るためこれを定めない。

ホ. 取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項

個人別の報酬額については、株主総会で決議された取締役の年間報酬総額の

限度額内で、基本報酬の総額について取締役会で決議し、当該決議に基づい

て、上記各方針に従って具体的な額を決定するよう代表取締役最高経営責任

者に対して委任するものとする。取締役会は、当該権限が代表取締役最高経

営責任者によって適切に行使されるよう、支給総額の内容について十分な協

議を行わなくてはならない。

②取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項

　取締役会は、各取締役の個別の基本報酬を決定する権限が適切に行使されるよ

う、代表取締役最高責任者である山本正卓に対し当該総額内での各取締役の個人別

の基本報酬の額の決定を委任しております。委任した理由は、当社グループ全体の

業績等を勘案しつつ各取締役の担当部門について評価を行うには代表取締役最高経

営責任者が適していると判断したためであります。取締役会は、各取締役の個別の

基本報酬を決定する権限が代表取締役最高経営責任者によって適切に行使されるよ

う、支給総額について十分な協議を行っており、また、当事業年度にかかる取締役

の個人別の報酬等の決定に際しても同様の協議を行っているため、取締役会として

も、当該報酬等の内容は上記の決定方針に沿うものであると判断しております。
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会社役員に関する事項

区 分
報酬等の総額

（ 百 万 円 ）

報 酬 等 の 種 別 の 総 額 （ 百 万 円 ） 対象となる
役員の員数

（名)基 本 報 酬
業 績 連 動
報 酬 等

非 金 銭
報 酬 等

取 締 役
（うち社外取締役）

68
(2)

68
(2)

-
(-)

-
(-)

8
（3）

監 査 役
（うち社外監査役）

15
(7)

15
(7)

-
(-)

-
(-)

4
(3）

合 計
（うち社外役員）

84
(9)

84
(9)

-
(-)

-
(-)

12
（6）

③当事業年度に係る報酬等の総額

（注）１. 上表には、2021年6月29日開催の第26回定時株主総会終結の時をもって退任した取締

役1名（うち社外取締役1名）を含んでおります。

２. 取締役の報酬等の総額に使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

３. 取締役の金銭報酬の額は、2009年6月26日開催の第14回定時株主総会において、年額

200百万円以内（うち社外取締役年額12百万円以内）と決議いただいております。当

該株主総会終結時点の取締役の員数は７名（うち社外取締役２名）です。

４. 監査役の金銭報酬の額は、2005年6月17日開催の第10回定時株主総会において、月額

2,500千円以内と決議いただいております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は

４名（うち社外監査役３名）です。

５. 役員賞与はございません。

④当事業年度において支払った役員退職慰労金

該当事項はございません。

⑤社外役員が親会社等または親会社等の子会社等（当社を除く）から受けた役員報酬

等の総額
該当事項はございません。

３. 社外役員に関する事項

①他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等と

の関係

・取締役金本かすみ氏は、株式会社ミンツプランニングの代表取締役であります。

当社と株式会社ミンツプランニングとの間には特別の関係はございません。

・取締役田坂正樹氏は、株式会社ピーバンドットコムの代表取締役であります。当

社と株式会社ピーバンドットコムとの間には特別の関係はございません。

・監査役髙野健二氏は、株式会社M&Aコンサルティングの代表取締役であります。

当社と株式会社M&Aコンサルティングとの間には特別の関係はございません。

・監査役田中公仁郎氏は、株式会社K'sの代表取締役、株式会社Lady.Aおよび株式

会社はんなりの代表取締役であります。当社と株式会社K's、株式会社Lady.Aお

よび株式会社はんなりとの間には特別の関係はございません。

②他の法人等の社外役員等としての重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等と

の関係

・該当事項はございません。
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会社役員に関する事項

役職および氏名 主な活動状況

社外取締役　金本　かすみ 当事業年度に開催された取締役会13回のうち12回に出席いたし

ました。

主に企業経営者としての観点からの発言を適宜行っており、特

にソーシャルメディアを利用したマーケティング等について専

門的な立場から助言を行うなど、意思決定の妥当性・適正性を

確保するための適切な役割を果たしております。

社外取締役　田坂　正樹 2021年６月29日の就任以降、当事業年度に開催された取締役会

10回の全てに出席いたしました。

主に企業経営者としての観点からの発言を適宜行っており、特

にインターネットを活用した商取引や情報発信等について専門

的な立場から助言を行うなど、意思決定の妥当性・適正性を確

保するための適切な役割を果たしております。

社外監査役　東　徹 当事業年度に開催された取締役会13回の全てに、また監査役会

13回の全てに出席いたしました。

税理士としての専門的見地から、取締役会において、取締役会

の意思決定の妥当性・適正性を確保するための発言を行ってお

ります。また、監査役会において、当社のコンプライアンス体

制ならびに内部監査等について適宜、必要な発言を行っており

ます。

社外監査役　髙野　健二 当事業年度に開催された取締役会13回の全てに、また監査役会

13回の全てに出席いたしました。

公認会計士としての専門的見地から、取締役会において、取締

役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための発言を行っ

ております。また、監査役会において、当社のコンプライアン

ス体制ならびに内部監査等について適宜、必要な発言を行って

おります。

社外監査役　田中　公仁郎 当事業年度に開催された取締役会13回の全てに、また監査役会

13回の全てに出席いたしました。

業務執行を行う経営陣からの独立した客観的視点から、取締役

会において、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保する

ための発言を行っております。また、監査役会において、当社

のコンプライアンス体制ならびに内部監査等について適宜、必

要な発言を行っております。

③当事業年度における主な活動状況
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会計監査人に関する事項

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 24百万円

当社および子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 24百万円

Ⅴ. 会計監査人に関する事項
１. 名称　　　　　　　 有限責任監査法人トーマツ

２. 報酬等の額

(注)１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法

に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できません

ので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しており

ます。

２. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行及び報酬見積りの算

出根拠等が適切であるかどうかについて検討した結果、会計監査人の報酬等について

会社法第399条第１項の同意を行っております。

３. 会計監査人の解任もしくは不再任決定の方針

　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判

断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の

内容を決定いたします。

　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認めら

れる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場

合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまし

て、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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連結貸借対照表

（2022年３月31日現在）
（単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形、売掛金及び契約資産

未 収 還 付 法 人 税 等

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

工具、器具及び備品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

ソフトウェア仮勘定

の れ ん

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

5,107

3,984

1,048

5

70

△1

1,146

583

27

18

15

521

0

111

43

19

48

451

130

19

303

△2
　

流 動 負 債 1,289

支払手形及び買掛金 568

短 期 借 入 金 200

1 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 287

未 払 法 人 税 等 54

そ の 他 179

固 定 負 債 488

長 期 借 入 金 450

資 産 除 去 債 務 8

そ の 他 29

負 債 合 計 1,777

純 資 産 の 部

株 主 資 本 4,475

資 本 金 100

資 本 剰 余 金 1,713

利 益 剰 余 金 3,111

自 己 株 式 △449

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 1

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 1

純 資 産 合 計 4,476

資 産 合 計 6,254 負 債 及 び 純 資 産 合 計 6,254

連 結 貸 借 対 照 表

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

－ 15 －



2022/05/25 16:34:24 / 21825365_ゲンダイエージェンシー株式会社_招集通知

連結損益計算書

（2021年４月１日から
2022年３月31日まで）

（単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 7,426

売 上 原 価 5,298

売 上 総 利 益 2,127

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,831

営 業 利 益 296

営 業 外 収 益

受 取 利 息 0

受 取 配 当 金 6

有 価 証 券 利 息 2

為 替 差 益 11

そ の 他 4 24

営 業 外 費 用

支 払 利 息 3

自 己 株 式 取 得 費 用 3

そ の 他 0 8

経 常 利 益 313

特 別 損 失

投 資 有 価 証 券 評 価 損 4 4

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 308

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 76

法 人 税 等 調 整 額 △15 61

当 期 純 利 益 247

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 －

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 247

連 結 損 益 計 算 書

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表

（2022年３月31日現在）
（単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前 払 費 用

未 収 還 付 法 人 税 等

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

車 両 運 搬 具

工具、器具及び備品

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

ソフトウェア仮勘定

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

4,011

3,176

70

712

11

0

21

5

14

△1

1,402

45

19

16

9

0

56

37

19

1,299

130

884

286

△2
　

流 動 負 債 1,043

買 掛 金 441

短 期 借 入 金 200

1 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 287

未 払 金 43

未 払 消 費 税 36

未 払 費 用 19

預 り 金 8

そ の 他 5

固 定 負 債 463

長 期 借 入 金 450

繰 延 税 金 負 債 5

そ の 他 8

負 債 合 計 1,506

純 資 産 の 部

株 主 資 本 3,905

資 本 金 100

資 本 剰 余 金 1,714

資 本 準 備 金 100

その他資本剰余金 1,614

利 益 剰 余 金 2,540

そ の 他 利 益 剰 余 金 2,540

繰 越 利 益 剰 余 金 2,540

自 己 株 式 △449

評 価 ・ 換 算 差 額 等 1

その他有価証券評価差額金 1

純 資 産 合 計 3,906

資 産 合 計 5,413 負 債 及 び 純 資 産 合 計 5,413

貸　借　対　照　表

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書

（2021年４月１日から
2022年３月31日まで）

（単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 5,878

売 上 原 価 4,238

売 上 総 利 益 1,640

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,570

営 業 利 益 69

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 8

為 替 差 益 11

そ の 他 3 24

営 業 外 費 用

支 払 利 息 3

自 己 株 式 取 得 費 用 3

そ の 他 0 7

経 常 利 益 86

特 別 損 失

投 資 有 価 証 券 評 価 損 4 4

税 引 前 当 期 純 利 益 82

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 4

法 人 税 等 調 整 額 2 6

当 期 純 利 益 75

損　益　計　算　書

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告

　　取　締　役　会　　　御中

　　　東　京　事　務　所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公 認 会 計 士 三澤幸之助

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公 認 会 計 士 齋 藤 　 映

独立監査人の監査報告書

2022年５月19日
ゲンダイエージェンシー株式会社

有限責任監査法人トーマツ

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、ゲンダイエージェンシー
株式会社の2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の連結計算書類、
すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連
結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる企業会計の基準に準拠して、ゲンダイエージェンシー株式会社及び連結子
会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、
全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠
して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の
監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における
職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、
監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、
その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責
任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の
執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含
まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものでは
ない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読
し、通読の過程において、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監
査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そ
のような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか
注意を払うことにある。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に係る会計監査報告

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがある
と判断した場合には、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又
は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために
経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計
算書類を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公
正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する
必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締
役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書
類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を
得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明する
ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又
は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込
まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、
監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持し
て以下を実施する。
　・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重

要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選
択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ
適切な監査証拠を入手する。

　・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するた
めのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた
適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

　・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によ
って行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価
する。

　・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切である
かどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義
を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかど
うか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合
は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又
は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連
結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査
人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来
の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

　・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認
められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事
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連結計算書類に係る会計監査報告

項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎
となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務
情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類
の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で
監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時
期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見
事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職
業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合
理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法
の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

　　取　締　役　会　　　御中

　　　東　京　事　務　所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公 認 会 計 士 三澤幸之助

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公 認 会 計 士 齋 藤 　 映

独立監査人の監査報告書

2022年５月19日
ゲンダイエージェンシー株式会社

有限責任監査法人トーマツ

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、ゲンダイエージェン
シー株式会社の2021年4月1日から2022年3月31日までの第27期事業年度の計算書
類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表
並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状
況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠
して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監
査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職
業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ
の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、
その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責
任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の
執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含ま
れておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではな
い。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、
通読の過程において、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過
程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよう
な重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。

計算書類に係る会計監査報告
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計算書類に係る会計監査報告

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがある
と判断した場合には、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して計算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は
誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営
者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類
等を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥
当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要
がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締
役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等
に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得
て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明すること
にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる
場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、
監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持し
て以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要

な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択
及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適
切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するための
ものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切
な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によっ
て行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価す
る。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかど
うか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生
じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか
結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、
監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要
な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等
に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論
は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を
含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取
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計算書類に係る会計監査報告

引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時
期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見
事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職
業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合
理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記
載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書

　当監査役会は、2021年４月１日から2022年３月31日までの第27期事業年度
の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、
審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の

実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人
からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め
ました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方
針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査室その他の使用人等と意思
疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下
の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な
決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の
状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役
及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社
から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合
することを確保するための体制その他株式会社及びその子会社から成
る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施
行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役
会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制シ
ステム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況
について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明
いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施している
かを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況
について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監
査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」
（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管
理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備してい
る旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細
書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別
注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結
損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討い
たしました。

監査役会の監査報告
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監査役会の監査報告

２. 監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違

反する重大な事実は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め

ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及

び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ

ん。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当で

あると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当で

あると認めます。

常勤監査役 安 達 吉 明 ㊞

監　査　役 東 徹 ㊞

監　査　役 髙 野 健 二 ㊞

監　査　役 田 中 公 仁 郎 ㊞

2022年５月20日

ゲンダイエージェンシー株式会社　監査役会

（注）監査役東徹氏、髙野健二氏、田中公仁郎氏の３名は、会社法第２条第16号及び第335
条第３項に定める社外監査役であります。

以　上
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定款変更議案

現 行 定 款 変 更 案

第１条～第14条（条文省略） 第１条～第14条（現行どおり）

第15条（株主総会参考書類等のインターネッ

ト開示とみなし提供）

　当会社は、株主総会の招集に関し、株主

総会参考書類、事業報告、計算書類およ

び連結計算書類に記載または表示をすべ

き事項に係る情報を、法務省令に定める

ところに従いインターネットを利用する

方法により、株主に対して提供したもの

とみなすことができる。

　　　　　　　（削　　　除）

株主総会参考書類

第１号議案　定款一部変更の件

　１．提案の理由

「会社法の一部を改正する法律」（令和元年法律第70号）附則第１条ただ

し書きに規定する改正規定が2022年９月１日に施行されることに伴い、株主

総会資料の電子提供制度が導入されることとなりますので、次のとおり定款

を変更するものであります。

（１）株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる旨

を定款に定めることが義務付けられることから、変更案第15条（電子

提供措置等）第１項を新設するものであります。

（２）株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる事

項のうち、書面交付を請求した株主に交付する書面に記載する事項の

範囲を法務省令で定める範囲に限定することができるようにするた

め、変更案第15条（電子提供措置等）第２項を新設するものでありま

す。

（３）株主総会参考書類等の電子提供制度が導入されますと、現行定款第15

条（株主総会参考書類等のインターネット開示とみなし提供）の規定

は不要となるため、これを削除するものであります。

（４）上記の新設および削除される規定の効力に関する附則を設けるもので

あります。なお、本附則は期日経過後に削除するものといたします。

２．変更の内容

　変更の内容は次のとおりであります。

（下線部分は変更箇所を示しております。）
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定款変更議案

現 行 定 款 変 更 案

（新　　設） 第15条（電子提供措置等）

　当会社は、株主総会の招集に際し、株主総

会参考書類等の内容である情報について電

子提供措置をとる。

2 当会社は、電子提供措置をとる事項のうち

法務省令で定めるものの全部または一部に

ついて、議決権の基準日までに書面交付請

求をした株主に対して交付する書面に記載

することを要しないものとする。

第16条～第44条（条文省略） 　　　　　（現行どおり）

（新　　設） （附則）

第１条

　定款第15条（株主総会参考書類等のインタ

ーネット開示とみなし提供）の削除および

定款第15条（電子提供措置等）の新設は、

2022年９月１日から効力を生ずるものとす

る。

2 前項の規定にかかわらず、2022年９月１日

から６ヶ月以内の日を株主総会の日とする

株主総会については、定款第15条（株主総

会参考書類等のインターネット開示とみな

し提供）は、なお効力を有する。

3 本条の規定は2022年９月１日から６ヶ月を

経過した日または前項の株主総会の日から

３ヶ月を経過した日のいずれか遅い日後に

これを削除する。
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取締役選任議案

候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 お よ び 担 当
な ら び に 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
の 株 式 の 数

１

やま

山

 

　
もと

本

 

　
まさ

正

 

　
たか

卓
(1964年４月20日生)

1991年４月 有限会社アイユー入社

1993年４月 株式会社ファラン入社

1994年２月 現代広告社創業

1995年４月 当社設立

代表取締役就任（現任）

2004年５月 最高経営責任者（CEO）（現任）

322,400株

【選任理由】

　同氏は、当社創業以来一貫して当社代表取締役を務め、豊富な経験、知見および人

脈を活かし、強いリーダーシップで当社グループの成長に貢献してきたことから、今

後も当社グループの企業価値向上のために適任であると判断し、引き続き取締役候補

者としたものであります。

２

かみ

上 
かわ

川 
な

名

 

　
ゆづる

弦
(1971年９月９日生)

1994年８月 株式会社ロイヤル入社

1996年11月 株式会社クリエイティブ東北入社

1998年９月 当社入社

2004年10月 事業開発室長

2005年４月 執行役員事業開発室長

2007年６月 当社取締役就任

最高執行責任者（COO）（現任）

2008年６月 当社代表取締役就任（現任）

109,700株

【選任理由】

　同氏は、10年以上に渡り当社の代表取締役COOとして強いリーダーシップを発揮

し、当社グループの経営を牽引し適切な役割を果たしてきたことから、今後も当社グ

ループの企業価値向上のために適任であると判断し、引き続き取締役候補者としたも

のであります。

第２号議案　取締役７名選任の件

　本総会終結の時をもって取締役全員（７名）が任期満了となりますので、

社外取締役２名を含む取締役７名の選任をお願いしたいと存じます。

　取締役候補者は、次のとおりであります。
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取締役選任議案

候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 お よ び 担 当
な ら び に 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
の 株 式 の 数

３

こう

高

 

　

 

　

 

　
しゅう

秀  
いち

一
(1974年10月５日生)

1996年10月 中央監査法人入所

1999年７月 公認会計士登録

2001年７月 当社入社　管理本部付部長

2004年４月 執行役員社長室長

2004年５月 当社取締役就任（現任）

最高財務責任者（CFO）（現任)

101,900株

【選任理由】

　同氏は、公認会計士としての企業監査業務の経験や見識を活かし、長年にわたり当

社の取締役CFOとして適切な役割を果たしてきたことから、今後も当社グループの企

業価値向上のために適任であると判断し、引き続き取締役候補者としたものでありま

す。

４

き

木

 

　
とう

藤

 

　
とも

友

 

　
はる

治

(1968年５月21日生)

1989年４月 国際ピーアール株式会社(現IPGデク

ストラ・ジャパン株式会社)入社

1992年12月 クラリス株式会社(現クラリス・ジ

ャパン株式会社)/Apple 

Computer,Inc.(米国、現Apple 

Inc.)入社

2000年８月 株式会社光通信キャピタル(現SBI-

HIKARI P.E.株式会社)入社

2000年10月 同社執行役員最高マーケティング責

任者就任

2003年10月 当社入社　戦略・事業開発チーフデ

ィレクター

2005年10月 Indyspec Design, LLC(米国）

Principal（現任）

2007年６月 当社取締役就任（現任）

2018年４月 最高投資責任者（CIO）（現任）

16,600株

【選任理由】

　同氏は、マーケティング、戦略投資、新規事業開発等における豊富な経験・実績を

元に、取締役CIOとしてこれまで適切な役割を果たしてきたことから、今後も当社グ

ループの企業価値向上のために適任であると判断し、引き続き取締役候補者としたも

のであります。

－ 30 －



2022/05/25 16:34:24 / 21825365_ゲンダイエージェンシー株式会社_招集通知

取締役選任議案

候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 お よ び 担 当
な ら び に 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
の 株 式 の 数

５

おお

大

 

　
しま

島

 

　
かつ

克

 

　
とし

俊
(1978年６月23日生)

2002年４月 当社入社

2005年10月 上野営業所長

2008年４月 東日本営業部グループマネージャー

2011年４月 広告営業本部グループマネージャー

2013年４月 営業企画開発部長

2017年４月 執行役員営業企画開発部長（現任）

2021年６月 当社取締役就任（現任）

14,300株

【選任理由】

　同氏は、当社営業部門において多様な経験を有しており、昨年の取締役就任後にお

いてはその豊富な経験と知識を経営レベルで多岐にわたり発揮していることから、今

後も当社グループの企業価値向上のために適任であると判断し、引き続き取締役候補

者としたものであります。

６

た

田

 

　
さか

坂

 

　
まさ

正

 

　
き

樹
(1971年６月13日生)

1995年４月 株式会社ミスミ（現ミスミグループ

本社）入社

2000年４月 株式会社ブレイク・フィールド社取

締役

2002年４月 株式会社インフロー（現株式会社ピ

ーバンドットコム）設立　代表取締

役就任（現任）

2021年６月 当社取締役就任（現任）

2,100株

【選任理由および期待される役割】

　経営者としての豊富な経験と幅広い見識を当社の経営全般に反映していただき、特

にECサイトを始めとしたインターネットを活用した商取引等について専門的な観点か

ら当社の業務執行に対する監督、助言等をいただくことを期待したためであります。
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取締役選任議案

候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 お よ び 担 当
な ら び に 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
の 株 式 の 数

※７

かん

姜　　

 

　
り

理

 

　
え

惠
(1974年12月6日生)

1997年４月 株式会社朝日新聞社入社

2001年10月 株式会社日経ホーム出版社（現株式

会社日経BP）入社

2009年９月 早稲田大学大学院商学研究科研究員

2014年４月 新潟薬科大学応用生命科学部生命産

業創造学科准教授

2017年７月 北陸先端科学技術大学院大学先端科

学技術研究科知識科学系准教授

2022年４月 法政大学デザイン工学部システムデ

ザイン学科教授（現任）

0株

【選任理由および期待される役割】

　同氏は、会社の経営に関与した経験はありませんが、メディアでの経験に加えて、

大学教授としての知見および経験に基づき、経営体制のさらなる強化・充実のために

客観的な視点から、当社の業務執行に対する監督、助言等をいただくことを期待した

ためであります。

（注）１. ※印は、新任の取締役候補者であります。

２. 各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

３. 田坂正樹氏および姜理惠氏は社外取締役候補者であります。

４. 田坂正樹氏は、現在当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は

本総会終結の時をもって１年となります。

５. 当社は、社外取締役が期待される役割を十分発揮できるよう、社外取締役との間で会

社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結できる旨を定款に定めてお

り、当該契約に基づく賠償責任限度額は、法令の定める最低責任限度額としておりま

す。これにより、田坂正樹氏の再任が承認された場合、当社は同氏との間で当該契約

を継続するとともに、姜理惠氏との間においても、同氏の選任が承認された場合、同

様の契約を締結する予定であります。

６. 当社は、会社法第430条の２第１項の規定に基づく補償契約は締結しておらず、今後

の締結についても現在のところ予定しておりません。

７. 当社は、当社および子会社の取締役および監査役を被保険者とする会社法第430条の

３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を、保険会社との間で保険料の全額を当

社が負担して保険料の全額を当社が負担して締結しており、被保険者がその地位に基

づいて行った行為に起因して損害賠償請求された場合の損害賠償金および争訟費用を

当該保険契約により補填することとしております。本議案において各氏の選任が承認

可決され取締役に就任した場合、その全員が当該保険契約の被保険者となりますが、

犯罪行為や法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は

填補されないなど、一定の免責事由を設けることにより、被保険者の職務執行の適正

性が損なわれないように措置を講じております。なお、役員等賠償責任保険契約の契

約期間は1年間であり、当該期間の満了前に取締役会において決議の上、保険料の全

額を当社が負担しこれを更新する予定です。

以上
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地図

株主総会会場ご案内図

　　東京都新宿区西新宿三丁目20番２号

　　東京オペラシティビル　７階　第１・第２会議室

　　（２階よりＡ～Ｅのいずれのエレベーターでもお越しいただけます。）

　　ＴＥＬ　０３（５３０８）９８８８
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◆交通のご案内

京王新線（都営新宿線乗り入れ）「初台駅」東口より徒歩２分


